
『日本言語地図』による標準語形の地理的分布

I. はじめに

現代日本の標準語形が,どのような地域を基盤とし

て成立し,発展して来たかという問題は,r日本言語地
く1〉

図J全6巻の完成によって,各方面から徐々に解明さ

れようとしている｡

ここでは特に,標準語形の分布率という数量的な観

点から,その地理的な分布パターンを描き出し.現代

標準語形の地理的な分布の実態を明らかにしてみたい

と思う｡

2.資料 ･方法

調査資料としたのは,r日本言語地図J全6巻の中
く2〉

から抽出した82項目の地図である｡その82項目の個々
く3〉

の図について,各都道府県ごとに標準語形の分布率

(調査地点数に対する標準語形の出現地点数の割合)を

井出し,その数値に基づいて,全国の標準語形分布状

況を段階別に自地図上に塗り分けた｡それが以下に示

す分布図である｡

各国の配列は,井上史雄 ･河西努早子 ｢標準語形の

地理的分布パター㌶ 'の中の図3 (因子得点による各

標準語形相互の位置づけを表わした図)に基づいて行

なった｡各図の地理的分布パターンの分類は.ともす

れば主観的になりやすいことから,そこに出来るだけ

客観的な基準を設けたいと考えたためである｡

図1-図10に82項目の分布図を示す｡なお,項目名の

下の く 〉内は,各図薬において標準語形として採用

した語形である｡

3.分布傾向の概略

次に,各標準語形の全国分布率 (各項目の全調査地

点数に対する標準語形の全出現地点数の割合)を%で

表わし.それを低い順に並べたものを表1に示した｡

標準語形の全国分布率に沿った分布パターンの概観

は,因子得点に韮づいた各図の配列順と,ほぼ一致し

た展開を見せる｡(配列順では.全国的に広く分布する

もの く表1の70位以降)が.近畿及び西日本一帯に分

布するもの く同30-50位付近〉より先に配置されてい

る点に相過が見られるだけである｡)そこで,以下表1

と図1-図10とを照合しながら解説を加える｡

河 西 秀早子

真 田 信 治

表1の1位から9位までは,10%に満たない散在的

な分布のもので,｢塩辛い｣｢おいしい｣｢恐ろしい｣な

どの文章語的なものや,｢お手玉｣｢屑串｣など方言畳

の多いものが含まれている｡文章語的なもの以外は,

はば東京周辺に限られた分布である｡(図1･図2)

10位 ･20位台には,関東に集中的に分布するもの

(図4),また,関東を中心として全国的に散在するも

の (図3･図5･図8)が位置する｡

30位 ･40位台には,主として東日本 (図5･図6)

または西日本 (図10)に中心をもって広く分布するも

のが多い｡

50位 ･60位台には,｢いくら｣｢ふすま｣｢におい｣｢くい

い天気〉だ｣｢まむし｣｢じゃがいも｣など,関東周辺

の分布の他に,西日本の一部にも放れた分布領域を

もつものが見られる｡(図3･図5･図6)また,｢さ

つまいも｣｢かまきり｣｢かくれんば｣など,近畿に特

に強く分布するものが60位前後に固まっており(図8･

図9),60位台後半から70位前後には,中部地方に強い

分布領域をもつものが見られる｡(図7･図8･図9)

70位以降は,ほぼ全国的に広く分布するものである｡

(図6･図7･図9)

以上の照合の結果が示す通り,各標準語形の地理的

分布パターンを,このように客観的連続的に配置する

試みは,その全国分布率という観点から見ても,かな

り妥当性のある方法と言うことができるものと思われ

る｡

4.分布の中心地

図11は,これら82項目の分布図をもとに,標準語形

の集中的な分布傾向を調べたものである｡大小の円は.

それぞれの都道府県において90%以上の分布率となる

標準語形が,何項目あるかを表わしている｡

その数の食も多いのは東京を中心とした関東地方で

あり,やはり関東に基盤をもつ標準語形の多いことが

確認されるが,一方,近畿地方にもかなりまとまった

勢力のあることが,この図から読み取れる｡

関西方言から取り入れられた標準語形については,

徳川宗野氏等によって既にいくつかの例が指摘されて
(5〉

いる通り,その数は決して少ないものではない｡ここ
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では,この82項目の図の上に表わされた分布パターン

の中から,特に西日本に優位な分布領域をもつと見ら

れる標準語形を挙げておく｡

｢かまきり｣(図8中右),｢さつまいも｣(図9右上),

｢たてがみ｣(図9中中),｢とんぼ｣(図9中右),｢かく

れんば｣(図9左下),｢あぜ｣(Egl9中下),｢過る｣(図

9右下),｢糠｣(図10左上),｢つらら｣(図10中上).

｢びっくりする｣(図10右上),｢煙｣(図10中左),｢梅

雨｣(図10中中),｢鱗｣(図10中右),｢ちゅんちゅん(雀

の鳴き声)｣(図10左下),｢しあさって｣ (図10中下),

｢家｣(図10右下)

図11の示す分布傾向からは,このほかの地方に特に

目立った集中性は見出せない｡このことから,現代標

準語形の分布パターンは,関東と近畿という文化的に

対立する二大中心地が重要な二つの拠点となって,そ

の勢力を他の地域に伸ばして行くという形をとってい

るものと考えられるのである｡

〔付肥)

本研究の立案,及び調査項目の選定,各標準語形

の認定基準の設定 (音声変種の処置)等は共用が行

ない,各項目ごとの分布率の井出,及び分布図の作

成は河西が行なった｡調査結果の分析 ･検討は亮田･

河西による｡本稿は,河西が学習院大学-提出した

標準語形分布率

- 90.0- 100.0%

団 70.0- 89.9

図 50･0- 69･9

皿 30.0- 49.9

にヨ 10.0- 29.9

⊂=い 0%未満

卒菓論文 (昭和55年度)の一部を寄き改めたもので

ある｡

なお,改稿にあたって多くの御教示を戴いた,東

京外国語大学の井上史雄氏に,記して深謝の意を表

します｡

往

く1) 国立国語研究所 r日本言語地図J(全6巷)

(大蔵省印刷局 1966-74)

く2〉 その選考基準,及び各項目における音声変
種の扱い等についての詳細は,河西秀早子

｢標準語形の全国的分布｣(r言語生活J354,

1981)を参照｡

〈3) 但し,東京都島喚部は独立させて扱った｡
く4〉 井上史雄 ･河西秀早子 ｢標準語形の地理的
分布パターン｣(r国語学J 131,1982)

く5〉 徳川宗野〔標準静の成立と上方ことば｣(r言

語生活J202,1968)

英田信治 ｢標準語の地理的背衆｣(r言語生

活J2弘,1975) その他｡

河西秀早子 ･学習院大学卒業生

森田信治 ･大阪大学文学部助教授
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表1
項目別 項準帯形全国分布率

順位 地国番号 項 El 名 全国分布牢 配列噸 順位 地国番号 項 目 名 全国分布串 配列順 峨位 地国番号 項 目

名 全国分布串 配列噸1 286 やのあさって 0.6% 図1 35 118 つ ば 33.9% 図

8中下 69 73 過 る 58.0% 図9右下2 189 鳥おどし 2.6 2左下 36

254 梅 雨 34.0 10中中 70 37 甘 い 58.2 7中下3 39 しおからい 5.1 2中下 37 77 びっくりする 34.5 lo首上 71 205 たてがみ 59.0 9中

中4 145 お手玉 7.2 2中左 38 276 おととい 35.1 5右上 72 40

辛 い 59.3 7右下5 149 Gflti 7.3 2中中 39 137 杏 35.4 6右上 7

3 180 かぼちゃ 60.0 9中左6 30.31 まぶしい 7.9 2中上 40 250 とげ (刺 .

魚) 35.9 5中中 74 231 とんぼ 60.5 9中右7 182 とうもろこし 8.3 2左上 41 221 おたまじゃくし 35.9 8中上 75 36 地げ臭い 66.0

7中中8 291 おいしい 9.1 2右下 42 215 とさか 35.9 7左上 76 1

43 凪 67.2 6中下9 42 恐ろしい 9.2 3左下 43 211 もぐら 36.7

4左上 77 106 戯 68.9 7中右10 129 かかと ll.4 4中左 44 285

しあさって 37.9 10中下 78 58 煮 る 69.2 6左下ll 102 つむじ 12.3 4

左下 45 124 薬 指 39.2 3左上 79 240 すみれ 69.4 9中上12 38 (塩味が)うすい 13.7 3中中 46 217 うろこ 39.5

10中右 80 261 氷 71.1 7右上13 168 うるち 15.1 4中中 47 265 壇 39.8 10中左 81 91 う

そをつく一曲弥分 78.4 7左下14 41 酸っぱい 15.7 4右下 48 161 せともの 40.9 5中左 82 105 ふ

け 82.0 7中左15 264 つむじ風 17.0 4中右 49 181 茄 子

41.1 6左上16 112 ものもらい 17.5 4中下 5

0 191 ヽい え 41.8 lO右下17 183 とうがらし

22.1 3中右 51 50 いくら 43.7 6中上18 69

数える 22.8 8中左 52 116 悼 44.7 8右上 I19. 190 かかし 22.9 5左上 53 239 なめくじ 44.9

3右上20 300 ちゅんちゅんほの屯き?) 24.5 10左下

54 192 ふすま 44.9 3右下21 244 つ くし 26.7 3中左 55 176 さつまいも 45.7 9右上

22 62 捨てる 26.8 8左上 56 269 におい

(悪臭) 45.9 5中右23 242 どくだみ 27.1 2中

右 57 46 (いい天気〉だ 46.2 6中左24 237 かたつむり 27.2 3中下 58 97 く手拭が>凍る 46.5 6

中右25 147 鬼ごっこ 27.4 5左下 59 229 かまき

り 46.9 8中右26 224 とかげ 28.1 3中上 60 148かく.



乗2
各国配列順索引 (50音順)

地図番号 項 目 名 配列順 地規番号 項 目 名 配列順 地図番号

項 目 名 配 列順〔あ〕 109 あ ご 図9五三上 36 .I.(1-.げ臭い 図

7中小 172 ぬ か 図10去三上187 あ ぜ 9中下 〔さ〕 176

さつまいも 9右上 〔は〕 77 びっくりする 10右上37 甘 い 7中下 285 しあさって lO中下 105 ふ け 7t

tl左45 いい く天気だ〉 4中上 39 Lおからい 2中下 19

2 ふすま 3右下191 い え 10右下 127 Lもやけ 7

中上 298 ほうほう伯の鳴き声) 8左下50 い くら 6中上 174 じゃがいも 5右下 〔ま〕 247 まつかさ 8右下

53 居 る 4右上 41 根つばい 4右下 30.31 まぶ'L

い 2Ff1138 く塩味が)うすい 3巾中 62 捨てる 8左

上 228 まむし 6右下91 うそをつく-前部分 7左下

240 すみれ 9中上 211 もぐら 4左上168 うるち 4中中 213 せきれい 5中下 112 ものもらい 4lflT

217 うろこ 10lflG 161 せ ともの 5中左 171

もみから 2右上291 おいしい 2右下 〔た〕 46 (いい天/jt)ど 6中左 〔や〕 286 やのあさって

l42 恐ろしい 3左下 143 帆 6中下 73 遣 る 9右下

221 おたまじゃくし 8中上 205 たてがみ 9中中 119 よだれ 8Ff7*

145 お手.-I;_ 2中左 Boo

ちゅんちゅん(JGの句き声) 10左下276 おととい 5右上 244 つ くし 3中左

147 鬼ごっこ 5左下 118 つ ば 8中

下137 杏 6右上 102 つむじ

4左下〔か〕 106 顔 7中右 264

つむじ風 4中右190 かかし 5

左上 254 梅 雨 10中中129 かかと 4中左 262 つらら loヰ

上148 かくれんは 9JI.;T

183 とうがらし 3中右69 数える 8巾左 182 とうもろこし 2

左上149 lff JIi 2中中 2

24 とかげ 3中上237 かたつむり3中下
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